
授業科目名 腎・泌尿器疾患

単位 ―

時間数 ９時間 学年 1学年

授業形態 講義 開講時期 後期

テキスト 新看護学１１　成人看護〔３〕　医学書院

評価の方法・基準 筆記試験（100点）（女性生殖器疾患のテストとの平均点にて評価）

担当者 金岡　源浩

授業の到達目標

授業計画

腎・泌尿器疾患とその症状、病態生理、検査と治療について学ぶ。

授業の概要
解剖生理の知識をもとに、腎・泌尿器疾患とその症状、病態生理、検査と治療の理解に
ついて基礎的知識を学ぶ。

第１章　基礎知識
　・腎・泌尿器のしくみとはたらき
　　　腎臓、尿管、膀胱と尿道、男性生殖器系
　・腎疾患患者の症状
　　　浮腫、高血圧、尿の異常、水と電解質異常、尿毒症
　・泌尿器疾患患者の症状
　　　尿量、排尿に関する訴え、排尿痛、尿混濁、疼痛・発熱・腫瘤、
　　　性などに関する訴え
　・診察・検査とその介助
　　　尿検査、分泌物および精液の検査、カテーテル・ブジ―を用いる検査、
　　　腎機能検査、
　　　X線などによる画像検査
　・治療・処置とその介助
　　　食事療法、尿路感染症の治療、導尿と排尿管理、透析療法
　・おもな手術
　　　腎臓と尿管、膀胱、尿路変更、陰茎・尿道、陰嚢内容、前立腺、
　　　内視鏡による手術、腎移植、手術創部の処置

第２章　おもな疾患
　・腎臓・尿管
　・膀胱
　・尿道
　・前立腺
　・陰茎
　・陰嚢・精巣
　・性分化異常
　・尿路・性器結核
　・尿路結石症
　・性感染症
　


